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７月は福岡県同和問題啓発強調月間
人権講演会を開催
7 月 23 日、中央公民館で人権講演会を開催しました。
講師は公益財団法人 人権研究所みえの松村元樹さん。

「インターネットに反映される実社会の人権問題」をテー
マとし約 300 名が参加しました。「自分の人権が守られ
ている時には意識が向かない」「日常の中に無意識に差
別意識が潜んでいる」という言葉に自分を振りかえる参
加者も多く、SNS が不可欠な日常生活で正しい知識を
身につけることの大切さを学ぶよい機会となりました。

夏期巡回ラジオ体操 in 苅田町
夏の朝を元気にスタート！
7 月 22 日、大熊公園で苅田町合併 70 周年記念 2025
年度夏期巡回ラジオ体操・みんなの体操会が開催され
ました。会場には家族連れなど 300 人余りが集まり、
体操指導の鈴木大輔さんと能條貴さんのピアノの生演
奏に合わせ、参加者は元気よくラジオ体操を行いまし
た。参加者は「気持ちがよかった」「楽しかったです」
と笑顔で話しており、大熊公園は活気に満ちた夏の朝
となりました。

「苅田港海の日」記念行事を開催
海事関係功労者を 3 名表彰

「苅田港海の日」記念行事として、7 月 24 日に海事関
係物故者慰霊祭、船舶航行安全祈願祭、記念式典が町
内各所で開催されました。三原文化会館での式典では

「海事関係功労者表彰」が行われ、㈱上組門司支店苅田
出張所の宮坂寛さん、延吉弘幸さん、㈱みやこ産業の
有馬裕二さんが苅田港海の日協賛会会長表彰を受賞し
ました。受賞者の宮坂さんは「使命、役割を十分に認
識し、一層職務に励みたい」と話しました。

Let's Explore the World ！
世界へはばたけ、かんだっ子！！
7 月 30 日・31 日、三原文化会館で「イングリッシュ・
デイキャンプ in 苅田 2025」が開催されました。町内
小学 3 ～ 6 年生約 60 名が参加し、子どもたちは英語
講師や ALT（外国語指導助手）と一緒に学校の教科に
関連する活動を英語で体験。身につけてきた英語力や
コミュニケーション能力を活かし、1 日中楽しく英語
を学びました。参加した児童は「英語がもっと好きに
なった」と話していました。
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7 月 28 日、善明女子商業高等学校（韓国）と苅田工業高等学校の
インターアクトクラブが、役場を訪問しました。インターアク
トクラブは、ロータリークラブの支援を受けている部活動です。 
訪問の前日、中央公民館では九州北部から約 600 名
が参加する「国際ロータリー第 2700 地区 2025 ～
2026 年度インターアクト年次大会」が開催され、そ
の報告と韓国からの短期研修生受け入れが伝えられま
した。町長と教育長は、活動に感謝の意を述べました。

国際交流で地域を盛り上げる！
韓国と苅田の高校生が町長らに報告

7 月 30 日、宇原神社境内相撲場で、奉納子供相撲大会
が開催されました。町内小学校から 115 名の児童が参
加し、白熱した取り組みが繰り広げられました。個人
戦は小学 1 年生から 6 年生まで、団体戦は各小学校の
選抜者による 5 名 1 チームで競いました。子どもたち
が、土俵上で真剣にぶつかり合う姿は、観客を魅了し、
大きな声援が送られました。大会結果は 18 ページに
掲載しています。

7 月 26 日、小波瀬西工大前駅周辺にて「第 12 回 夏
まつり in あらつ」が開催され、多くの来場者で賑わ
いました。出店やヨーヨーなどのゲーム、豪華景品が
当たる抽選会など、多彩な催しに来場者は笑顔を見せ
ていました。ステージでは、地元団体による力強いパ
フォーマンスが披露され、会場の熱気をさらに高めま
した。笑顔と活気に満ち溢れた夏まつり in あらつは、
地域住民の絆を深める大切な 1 日となりました。

第 12 回 夏まつり in あらつ 大盛況
あらつに夏の熱気到来！

熱戦！宇原神社奉納子供相撲大会
子ども力士たちが土俵で躍動！

7 月 9 日、馬場小学校 4 年生の児童たちが殿川にホタ
ルの幼虫約 6,000 匹を放流しました。「殿川とホタル
を守る会」（松岡麻利子会長）の指導のもと、児童たち
はホタルの生態を学びながら大切に育てた幼虫を放ち、

「大きく育ってほしい」と願いを込めました。この活動
を通して、子どもたちは地域の自然を守ること、そし
て豊かな自然環境を未来へ繋ぐことの大切さを学ぶこ
とができました。

馬場小 4 年生がホタルの幼虫放流
未来へつなぐ地域の自然
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